
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 
社会福祉法人 
小鹿野福祉会 

代表者 
理事長 
森谷 正雄 

 
法人・ 
事業所 
の特徴 

・自宅での暮らしを継続するための「もうひとつの家になるよう、住み慣れた地域で安

心してその人らしい生き方の実現」を理念に掲げて運営しております。 
・ご利用者やご家族と馴染みの関係を築きながら居心地よく利用ができるよう、地域の

在宅介護の一員として、きめ細やかな支援をしていきます。 
事業所名 

小規模多機能ホーム

巨香の郷 
管理者 長谷川 一恵 

 
 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

１人 人 ３人 1 人 １人 人 人 ３人 人 ９人 
 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結

果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 
確認 

・事業所自己評価の具体的な改善

計画を月に１回にあるミーティ

ング時に振り返り、達成できてい

るか評価していく。 

・毎月ではなかったが、年間で４

回ミーティングの際に振り返り

と評価を行った。 

特になし。 ・事業所自己評価の確認を２カ月

に１回は実施し、振り返りと評価

をする。 

Ｂ．事業所の 
しつらえ・環境 

・引き続き、運営推進会議や情報

紙を通じて事業所のしつらえ等

を伝え意見助言を頂きながら改

善をしていく。 
・感染対策が緩和されたら、事業

所内見学等企画を検討する。 

・運営推進会議で実際にご利用者

が作製した作品を見てもらい、意

見をもらうことができた。 
また、運営推進委員が餅つき会に

参加し、事業所内の見学が行え

た。 

・実際に運営推進会議でご利用者

の作品を見ることができて良か

った。 

・開所から９年が経過し、汚れや

物が増えたりしている。床清掃、

物品の整理を行い、ユニット内の

環境を整える。 

Ｃ．事業所と地域の 
かかわり 

・新型コロナウイルスの感染状況

を確認しながら、地域に出向いた

り地域行事への参加を検討して

いく。 
また、ボランティアの受け入れも

同様に検討していく。 
・情報紙の回覧は継続し、事業所

の活動を発信していく。 

・コロナ禍であったが、ロードレ

ース大会、作品展に参加すること

ができた。ボランティア受入れは

できなかった。 
・情報紙の回覧は毎月行い、事業

所の様子が発信できた。 

・コロナ禍でボランティアの活動

がなかったが、受け入れができる

ようになれば参加していきたい。 

・コロナ前のように地域行事に参

加する。ボランティアについても

受け入れができるよう準備して

いく。 

Ｄ．地域に出向いて 
本人の暮らしを 
支える取組み 

・事業所からご利用者の主治医や

近所の方に事業所が関わってい

ることを伝えていき、個人情報に

配慮しながらきめ細やかな連携

を図っていく。 

・ご利用者で体調変化等がみられ

たら、主治医に情報提供を行な

い、連携をした。 
その際は、個人情報には留意して

対応した。 

・ご利用者それぞれの主治医と関

わりをもっていることがわかっ

た。 

・引き続き事業所からご利用者の

主治医や近所の方に事業所が関

わっていることを伝えていき、連

携していく。 



Ｅ．運営推進会議を 
活かした取組み 

・運営推進会議で、活動の様子を

映像や音声で伝えることで、更に

理解してもらえるような取組み

を行う。 
 

・活動の様子をビデオで撮影し、

運営推進会議で見てもらった。映

像として見ることで、取り組みを

理解してもらえた。 

・写真ではなく、実際の映像とし

て見ることで過ごしている様子、

楽しさが伝わってきた。 

・報告ベースの会議ではなく、委

員で話し合えるような議題設定、

コーディネートを行う。 

Ｆ．事業所の 
防災・災害対策 

・今年度も全ご利用者を対象に一

時避難場所までの避難経路を移

動しながら確認する。 

・実際に移動しながら避難経路の

確認を行うことができた。 
また、消防署を招いて高齢者向け

防災講習を行った。 

・特になし。 ・今年度も全ご利用者を対象に一

時避難場所までの避難経路を移

動しながら確認する。 

 


